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修正案可決

例
会
最
終
日
に
、

高
橋
政
悦
議
員
か

ら
一
般
会
計
予
算
に
対
す

る
附
帯
決
議
案
の
提
出
が

あ
り
、
審
議
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

附
帯
決
議
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
10
日
か
ら
25
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
政
執
行
方
針
、
教
育
行
政
執
行
方
針
が
示
さ
れ
、
条
例
、
予
算
、
人
事
案

件
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
は
修
正
案
可
決
、
副
町
長
人
事

は
不
同
意
、
そ
の
ほ
か
の
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

３月
定例会

年
度
予
算
と
関
連
条

例
は
、
定
例
会
初
日

に
提
案
さ
れ
、
同
日
、
議
長

を
除
く
12
人
の
議
員
で
構
成

す
る
令
和
２
年
度
予
算
審
査

特
別
委
員
会
（
奥
秋
康
子
委

員
長
）
を
設
置
し
、
そ
の
後
、

4
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
総
額

78
億
１
３
０
０
万
円
で
提
案

さ
れ
ま
し
た
が
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
審
査
に
お
い

て
、
高
橋
政
悦
委
員
と
鈴
木

孝
寿
委
員
か
ら
修
正
動
議
が

提
出
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
委

員
会
採
決
は
賛
成
多
数
で
修

正
案
可
決
、
本
会
議
採
決
も

賛
成
多
数
で
修
正
案
可
決
と

な
り
、
一
般
会
計
予
算
の
総

額
は
、
原
案
か
ら
２
４
４
４

万
円
減
額
の
、
77
億
８
８
５

６
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
・

企
業
会
計
お
よ
び
関
連
条
例

は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

修
正
（
削
除
）
と
な
っ
た

予
算
は
、
渋
沢
栄
一
翁
と
埼

玉
県
深
谷
市
に
関
連
し
た
旅

費
や
事
業
費
、
公
園
遊
具
等

新
設
工
事
費
、
清
水
公
園
再

整
備
基
本
計
画
策
定
委
託
料
、

清
水
高
校
通
学
送
迎
事
業
委

託
料
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

ス
ポ
ー
ツ
支
援
員
設
置
事
業

費
、
小
中
学
生
ス
ポ
ー
ツ
活

動
送
迎
事
業
委
託
料
で
す
。

　

詳
細
は
、
５
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

新

定

一
般
会
計
予
算
に

修
正
動
議

附
帯
決
議
も

賛
成
多
数
で
可
決

　

一
般
会
計
予
算
の
執
行

に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
事

項
に
留
意
し
て
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
求
め
る
。

一
、
保
育
施
設
運
営
事
業

　

給
食
業
務
の
民
間
委
託

に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
会

社
へ
移
行
す
る
職
員
の
待

遇
等
に
つ
い
て
十
分
に
配

慮
し
た
契
約
と
し
、
発
注

者
の
責
任
に
お
い
て
、
必

要
に
応
じ
、
契
約
内
容
の

見
直
し
や
助
言
、
指
導
、

是
正
な
ど
の
措
置
を
講
ず

清水公園再整備基本計画策定委
託料も修正の対象に

令
和
２
年
度

一
般
会
計

予
算
に
対
す
る

附
帯
決
議

令和２年度一般会計予算

賛成多数で
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る
も
の
と
す
る
。

二
、
観
光
振
興
事
業

　

十
勝
清
水
肉
・
丼
ま
つ

り
が
、
本
町
を
代
表
す
る

ま
つ
り
と
な
る
こ
と
を
望
む
。

　

実
行
委
員
会
形
式
で
の

開
催
を
続
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

ほ
か
の
ま
つ
り
同
様
、
町

の
負
担
割
合
を
開
催
経
費

の
半
分
程
度
に
抑
え
る
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。

三
、
少
人
数
学
級
設
置
事
業

　

小
学
校
に
お
け
る
少
人

数
学
級
は
、
低
学
年
中
心

で
の
実
施
と
な
っ
て
い
る
が
、

本
町
に
お
い
て
は
6
年
生

で
実
施
す
る
と
の
こ
と
で

あ
り
、
実
施
基
準
や
導
入

条
件
が
明
確
で
あ
る
と
は

言
え
な
い
。

　

実
施
基
準
等
の
整
備
な

ど
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で

あ
り
、
さ
ら
に
は
当
事
者

で
あ
る
保
護
者
や
児
童
へ

の
十
分
な
説
明
が
な
い
ま

ま
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一般会計予算に関わる議員の賛否

一般会計予算に対する 討論

　

渋
沢
栄
一
翁
に
関
連
す
る
事
業
は
一
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
や
る
べ
き
。
今
の
や

り
方
で
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
足
り
な
い
。
御
影
・

羽
帯
地
区
か
ら
清
水
高
校
に
通
う
生
徒
へ
の

無
料
バ
ス
運
行
は
、
既
存
の
十
勝
バ
ス
と
Ｊ

Ｒ
の
利
用
に
影
響
し
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の

予
算
は
通
学
補
助
に
充
て
る
べ
き
。

　

全
て
意
味
な
く
削
る
わ
け
で
は
な
い
。
発

展
的
に
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
強
い

思
い
を
持
っ
て
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

原案に反対

　

本
町
の
歴
史
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
こ
と
が

今
の
私
た
ち
の
役
割
で
あ
る
。
予
算
が
な
く

て
は
何
も
始
ま
ら
な
い
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
配
慮
し
、
限

り
あ
る
財
源
で
は
あ
る
が
、
少
し
で
も
希
望

に
つ
な
げ
る
た
め
、
予
算
編
成
に
努
力
さ
れ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
全
て
の
町
民
が
満

足
す
る
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
は
、
い
つ
の

時
代
に
も
不
可
能
な
こ
と
。
私
は
修
正
案
に

反
対
し
、
原
案
に
賛
成
す
る
。

奥秋康子　議員

原案に賛成

中島里司　議員

鈴木孝寿　議員

　

渋
沢
栄
一
翁
の
生
き
方
や
考
え
方
を
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
せ
た
ら
き
っ
と
い
い
町
に
な

っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
思
い
の
中
で
、
も
う

少
し
内
部
で
協
議
を
し
て
ほ
し
い
。
町
民
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
づ
く
り

を
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
い
う
部
分
で
は
協
議

の
時
間
が
足
り
な
い
。

　

も
う
一
度
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
問
い

か
け
、
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
、
原
案
に
反
対
す
る
。

修正案に賛成

（定例会最終日 3/25）

　討論は要約しています
　


